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島根県宍道・玉造地域新第三系放射能強度調査報告
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Abstract

　　　　　　　This　area　is　lo6ated・at　the　northem　part　of　Shimane　prefectur6in　Southwest　Japan．

Thesurveyedareahasanaveragealtitudeof100mabovesealevelfor【ningslopinghills，
　　　　　　　A　special　attention　was　given　to　the　Neogene　sedimentary　rocks　overlying　unconformably

the　granites、　The　basement　rocks　of　the　area　are　granitic　rocks　which　compo5ed　of　a　part　of

batholith　extensively　exposed　in　Southwest　Japan．

　　　　　　　The　sedimentary　rocks　are　divided　into　four　formations，inl　ascen（iing　order　as　follows：

the　Tamatsukuri，Omori，Kimachi　and　Fujina　formations．　The　sequence　of　sedimentation　has

been　broken　by　two　periods　of　erosio11，which　are　shown　by㌻wo　unconformities，　one　at　the

base・of　the　Omori　formation　and　the　other　at　the　base　of　the　Kimachi　formation．

　　　　　　　The　granitic　rocks　are　extensively　expQsed　in，the　southem　part　of　the　areaシand　consist

of　granodiorite，　aplite　an4biotite・granite。、The，lower　part　of　the　Tam寂tsukuri　formation，

representing　the　basal　portion　of　the　Neogene　sediments，is　composed　mainly　of　light　gray　coarse－

grainedarkosesandstonean（iconglomer母te，andislessthan400mthick。　Theupperpart
consist菖of　light　gray丘ne・grained　sandstone，tuffaceous　siltstone，and　is　interbedded　with　tuf［aceous

materials。　It　is　less　than150m　thick．　These　two　fnembers　tend　to　the　east。　The　Omori

formation　is　composed　of　variegated・siltstone，sandstone　and　colnglqmerate　which　comprises

subangular　to　subrounded　cobbles　of　granite　and　basalt・　Its　thickness　v◎ries　from50to200m・

The　Kimachi　formation　is150～250m　thick，and　consists　mainly　of　sandstone　and　a　few　thin

interbedded　siltstone　and　cong16merate，　The　Fujina　formation　is　more』than150m　thick，and

isc。mI。sed・f丘ne－grainedsandst・ne，siltst・nea血ds・metuHace・ussiltst・ne・Vari・usmarine

molluscan　fossils　occur　in　this　formation．　During　Neogene　time，a　series　of　Hows　an（i　dikes　of

varying　composition，such　as　two　pyro歯ene　andesite　and　basalt　were　erupted　and　injected　from

several　centers　in　the　area．

　　　　　　　The　strike　of　the　sedimentary　strata　trends　approximately　N800E　and　the　dip　is　to

then。rthab・ut10～200．Signi丘cantfaultandf・1ding・nalargescalehaven・tbeen・bs“rYed

in　this　area，

　　　　　　　Surface　exam1nation　with　a　portable　Geiger　counter　indicate4no　signi石cant　abnormal

radioactivity．　The　average　degree　of　anomalous　radioactivity　of　the　formations　ranged　from

O．19to　1．35times　the　normal　background　count．　　The　co阜glo卑erate　of　the　Tamatsukuri

formation　is，considered　to　have　a　possible　ore　reserve　Qf　the　ra“ioactive　mineralβin　this　area，

because　an　average　de言ree　ofl　radioactivity　of　the　bed　which　consists　mαinly　of　decompose4

materials　of　granitic　rocks　is　L70times　the　normal　background　pount，wherea5an　average

degree・fthegraniticr・cksisL56timesthen・fma1、backgr・undc・u早t・

、

要　　旨

昭和32年に当所で行なつた自動車放射能探査の結果

＊燃料部・

を参考とし，島根県北部にあたる宍道湖南岸地域におい

て，おもに堆積岩層中の放射能強度を測定した。

　今回調査した範囲は，島根県八東郡宍道町および玉湯

村地内で，東西約15≧m，南北約3・5kmの地域である。
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第1図　　　宍道・玉造地域新第三系地質および放射能強度分布図
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　この調査地域の南縁部からきらに南方一帯には，中国

山脈を構成している花崩岩類が広く分布しており，その

北側に堆積した新第三系が調査範囲の大部分を占めてい

る。

　この新第三系ほ山陰地方における第三系中新統の代表

　　　　　　　　　　　　たまヴぐヲ　ぜまおふ
的な地層として知られ，下位から玉造・大森・来待・布
じな
志名の4累層に分けられるが，前3者は互いに不整合関

係をもづて接している。本系はENE－WSWの一般走

向を有し，10～20。NWNに傾斜する単斜構造を示して

いる。

　今回の調査に使用した器械は携帯用ガイガー計数器

（医理学研究所製D　C－P3型）である。

　調査にあたつては，地表における岩石の自然露頭にお

いて放射能強度を測定した。岩石の放射能強度の計数値

を宍道町本町における自然計数値で割つた値をだし，こ

畝を地層別に区分してみると1各累層ごとにこの値の範

囲に傾向性があり，’いわば地層別の放射能強度が明らか

になつた。

　この調査地域内ではとくに放射能強度が著しく高い地

層はみいだされなかつたが，自然露頭において比較的高

い計数値を示した玉造累層下部の粗粒砂岩および基底礫

岩は，一応放射能物質の濃集可能な地層として考慮すべ

きものであろう。

1．1緒　　言

1．1　調査の目的

中国準平原の東部にあたる岡山・鳥取両県境の人形峠

附近に含ウラン堆樟岩層が発見きれてから，これに近接

する地域のうち，とくに花闇岩類を基盤とする堆積岩層

の分布地域が，放射能物質の賦存可能地域として注目き

れてきた。

　中国地方の各地で行なわれた自動車放射能探査の結

果チ中国山脈を構成する花嵐岩類は全般的に放射能強度

が高いことが知られ，・島根県東部の八東郡下においても

相当放射能強度の高い花嵩岩地帯が認められた註1）。本

調査はこの種の花嵩岩類を基盤としている地層のうち，

宍道湖南岸一帯に分布する堆積岩層中の放射能強度の調

査を行なつたものである。

　1．2　調査員および期問

　調　　査　　徳永重元・河野迫也“

　調査期間　　昭和32年11月12日～12月7日

　　　　　調査実日数　20日間

　1．3使用測定器

　今回の調査に使用した放射能測定器は携帯用のガイガ

ー計数器で，医理学研究所製DC－P3型である。

　1．4　調査の精度

　地理調査所発行の2万5千分の1地形図により一応地

質概査を行ない，これとともに各地層の自然露頭におい

て岩石の放射能強度を測定した。

　　　　　　　　　　　し　調査にあたつては・この地域の地質について広島大学

梅垣嘉治教授および多井義郎講師から御教示を賜つた。

厚く謝意を表する次第である。

註1）昭和32年度調査，未公表
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2．位置および交通

　調査範囲は島根県の東部にあたり，松江市の西に接

し，宍道湖南岸に位置する。島根県八東郡宍道町および

同郡玉湯村にまたがφ・東西約15km・南北約3・5km・

面積約50km2の東西に細長い地域である。

　調査地の北縁宍道湖南岸沿いに山陰本線が東西に走

り，地域西縁の宍道町から南方木次方面に木次線が走っ

ている。国道も湖岸沿いに走り，松江市および串雲市間

の主要道路となつている。。また宍道町から南方へは尾道

街道が走り，東縁湯町からは南方の大東町に至る街道が

走つており，全般としてはかなり道路網が発達している。

3．　地　　形

　調査地の南部一帯は中国脊梁山脈の北部にあたり，こ
一
れ から北方に向かつて宍道湖南岸までは標高200m前後

の丘陵地帯となつており，この丘陵地から宍道湖岸まで

はきらに低い標高100m前後の丘陵が分布している。丘
　　　　　　　　　　　　　　　　　わの
陵地には火山岩が数箇所に分布しており，上野山（標高

236m）・花仙山（標高199m）などを形成している。

　調査地域の南縁部にあたる花嵐岩地帯からは玉造川・・
　　　　さ　そニふ
来待川・佐々布川が北流して宍道湖に注いでいる。

，4．　地　　質

　4，1　概　論

　調査地域内には花轡岩類・新第三系・玄武岩・安山岩

類および第四系が分布し，それら中うち花嵩岩類は調査

地域の南縁より南方に広い面積を占めている。新第三系

はこの花嵐岩類を基盤として堆積し，従来の調査結果9）

によれば，下位から玉造・大森・来待・布志名の4累層

に分けられている。その一般走向はN80。Eで，北に10

～200の傾斜を示し，全般的に北方に緩斜する単斜構造

をなしている。

　前章で言及したように，新第三系の分布地域には玄武

岩および覆輝石安山岩が数箇所に分布し，西から東山・

上野山・花仙山などを構成している。これらの玄武岩お

よび複輝石安山岩は，それぞれ大森累層および来待累層

の堆積前に主として熔岩流として噴出したものとみなさ

れている註2）・が，一部は岩脈状をなして分布している。

　宍道湖南岸一帯に分布する新第三系は，一括して出雲

層群といわれており，岩相は東西方向に変化が少なく，

前記の地層区分は湖の南岸一帯に適用できる2）。最下位

註2）玄武岩および安山岩類の地質時代ならびに産状

　　などについては，今回詳しく調査することができ

　　なかつたので1富田・酒井の調査結果9）によつた。

第z図 地、質模式柱状図
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第2図　　宍道・玉造地域地質模式柱状図

の玉造累層中に産する有孔虫化石5）や，調査地域内にお

いては最上位の布志名累層中から，かつてjD6躍05砂1郷

プ砂on診‘％5TOKUNAGA　et　IwASAKIが産出した5）ことな

どから，新第三紀中新世前期から中期にわたるものとさ

れている。また湖の南岸地域においては，北へ傾く単斜

構造をなすが，湖の北岸地域においてはおもに南に傾く

地質構造を呈している。しかし湖の北岸地域では・出雲

層群に相当する地層は，岩相が南岸地域のものと著しく

異なつている。これらは宍道層群といわれていて，おも．

に海成層の砂岩・泥岩などからなつてい為。最上位の松

江累層は，湖南の出雲層群の最上位層に対比きれている。

したがって，宍道湖を隔てた南と北とでは岩相の変化が

相当にあり，まだ累層別の正確な対比は完成きれていな

い。

　4．2　各　論

　4．2．1　花巌岩類

　本岩類は新第三系の基盤をなしており，黒雲母花崩岩

・花嵩閃緑岩・半花巌岩などからなる。中生代末期に遜

入したものと考えられているが，この地域の花崩岩類は

中国地方の脊梁山脈を構成して㍉・るものの一部である。
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＼く．

、



皆

旨
P
f

襲

多才

地質調査・所月報（第10巻第9号）

調査地域の南方数箇所においでは，この花闘岩類の風化

部から造岩鉱物である磁鉄鉱を採取して精錬した跡があ

り，当時のカラミが諸所にみられる。

　この祐嵩岩類は調査地の西方に隣接する出雲市の南部

では，『石英斑岩・角閃黒雲母花嵩閃緑岩・黒雲母花嵐岩ρ

優白花闘岩などから構成きれており，これら両地域の花

嶺岩類はいずれもいわゆる山陰型花闘岩の一部である。

　4．2．2　玉造累層　、

　本層は玉湯村玉造附近を模式地とする地層で，諮もに

粗粒砂岩からなるが，上下2部に分けられる。上部はア

ーコーズ砂岩および礫岩の互層からなり，一部に泥岩を

挾むことがある。下部はおもに淡褐色または灰白色の細

粒から粗粒に及ぶア，一コーズ砂岩からなる。この砂岩は

層理が上部のものに較ぺて明瞭でなく，偽層が発達し風

化しやすい。

　本累層は調査地南縁一帯に広く分布する花闇岩類の上

に不整合にのり，調査地域内では玉造附近から西へ宍道

町の南方まで幅広い帯状をなして分布している。

　玉造累層の最もよく発達しているのは玉造附近および

宍道町下倉附近で，その層厚は両区域とも350～400m

を示している。

　下部：　粗粒のアーコーズ砂岩を主とする地層で，花

闘岩類の上に不整合関係でのっている。灰白色または淡

褐色を呈し，宍道町坂口附近では薄い炭層を挾有してい

る。これはかつて採掘されたことがあるが，現在では中

止きれており，その炭丈・炭質などは確認できない。花，

闇岩類と接する部分には，花嵐岩類の大小種々の大きさ

の礫が含まれ，砂岩には偽層が多い。

図版1　宍道町西代における玉造累層下部の砂岩層

上部：　下部に較べて一部に泥岩を挾有するようにな

り，砂岩も中粒を主とする。調査地東辺の玉造東方およ

び宍道町佐倉東方では，直接花崩岩類の上にのるところ、

もある。

　玉造累層は東方に至るに従つて薄くなり『，松江市南西

方ではほとんど認められなくなる。西方は出雲市の南方

まで連続的に分布しているが，その層厚は次第に薄くな

つている。

　4．2．3　大森累層

　本層は宍道町大森附近を模式地とする砂岩・礫岩など

の互層で，玉造累層とは不整合関係を示し，大森附近で

はその層厚約200mである。本層は礫岩・・砂岩・凝灰質

漏岩などの互層からなり，全般に凝灰質の部分が多く．，

風化して緑色まだは暗紫色・褐色など種々の色を帯びる

ことがあり，これが1つの特徴となつている。すなわ

ち，調査地西縁部の木次線沿線西代附近では，細角礫岩

は暗紫色を呈し，宍道町上白石南方では赤褐色泥岩が多

く，大森附近では青緑色の細礫岩層が多くみられる。・

　本層基底の礫岩層は，きわめて顕著で，調査地全域に

わたつてほ皮確認できる。礫は花嵩岩および玄武岩の礫

を主体とし，これに僅かに砂岩・泥岩の礫を混じえてい。

る。これは宍道町白石から下倉に通ずる道路傍，同町横

図版2　　大森西方における大森累層基底礫岩

見西方，大森南西方，同町佐倉北方などで確認でき，そ

の礫はいずれも人頭大から拳大に至る大ききを示してい

る。

　4．2．4『来待累層

　本層は宍道町鏡附近で最もよく観察でき，塊状砂岩を

主とし，一部に泥岩および礫岩を挾むことがある。

　砂岩は一般に淡青灰色を呈し，風化すれぼ淡褐色～灰

褐色を呈し，堅いあで山稜を形成することが多い。砂

岩中に挾まれてまれに貝化石の密集層が奔る・鮫歯の

Cα7‘h曜040η形6gαlo40犯GHARLEswoRTHの産出9）が

かつて報告きれているが，今回の調査におい七もCα匹

‘hα7040n　sp．を数個採取した。

　本層上部の砂岩は，図版3でみられるように，や㌧成・

層をなすことが多い。その層厚は15Q～2501hで，東方

においては著しく薄化する司基底には細櫟岩層があり，

下位の大森累層とは不整合関係を示す所もあるが，全般

的にはあまり顕著でない。
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図版3　　宍道町南方における来待累層上部め砂岩

　　4。2．5　布志名累層

　　本層は玉湯村布志名附近に標式的発達を示す地層で，

砂岩および泥岩の互層からなる。今回の調査地域内にお

　いては新第三系の最上位層にあたるる

　　調査地域西部の宍道町近傍では，従来の層序区分によ

　ればこの累層の下部が分布しており駐3！，泥岩や淘汰の悪

　い砂岩・礫岩などの互層からなる。砂岩中には貝化石の

　破片を含んでおり，黄褐色または灰褐色を呈し軟かい。

島また調査地中央部の宍道湖畔に分布しているものには，

　細かく砕ける岩質の游泥岩が多く，東部に至れば砂岩が

　多くなる。’

　　この地層からはすでに言及したように，かつてD65・

　形05砂1％5ノ砂on歪‘％5ToKuNAGA　et　IwAsAKIが発見き

　れている6）。　　　　　　　　　　　　　一

　　調査地域内においては全層が露出していないので，本

　累層の厚きは確認できないが，少なくとも150m以上あ

　る。なおこの層中に介在する粘土層は，布志名附近にお

　いて窯業原料とし七使用されている。　　　　『

　　4．2．6　洪積層

　　本層は礫・砂および粘土からなり，凝固不充分な岩質

　である。層理は明瞭でなく，下部は礫岩および砂岩から

　なり，上部は粘土質である。

　　本層はやもに調奪地域の北部の宍道湖岸および湖に流

　入する川の両岸に分布し，来待・布志名の両累層を覆っ

　ている。

　　4．2，7　玄武岩』

　　本岩は灰黒色を呈する堅い緻密な岩石で，肉眼的には

　斜長石や輝石の斑晶が認められる。おもに調査坤南西隅

　の宍道町東山を構成しており，・花崩岩類および玉造累層

　を覆うような分布をしている。また玉造の東側では玉造

　累層下部と花崩岩類の境に岩脈状をなして貫入している・

　　この玄武岩の噴出時期は富田・酒井の研究9）によれば，

玄武岩熔岩流が玉造層を覆い，また大森層の基底礫告に

この玄武岩の礫が含まれているということから，玉造層

堆積後で大森層堆積前ときれている。また迎3）によれ

ば，島根半島一帯の中新世火山活動は3期に分けられ，

玄武岩の噴出時期は大森層堆積時とされているので，筆

者らも玄武岩の噴出時期は，玉造累層上部堆積時より大

森累層堆積時の間とみなしてお鵡

　4．2．8　複輝石安山岩・

　本岩は灰黒色を呈し，堅く緻密な岩石で，斑晶として

長石類・輝石などが認められる。大森累層を覆うような

分布をし℃いるが，一部岩脈状に貴入しており，西から

上野山し花仙山などを形成している。

　迎3）によれば，大森層は前述の玄武岩とこの複輝石安

山岩に挾まれた火山砕屑岩層をいい，玄武岩・大森層・

複輝石安山岩等を一っの火山活動の時期としてまとめて

いる。筆者らもこの安山岩が来待累層によって不整合に

覆われていることを確認しているので，この安山岩の噴

出時期は大森累層堆積末から来待累層堆積前と考えた

い。

　4．3地質構造
　新第三系は調査地南縁に露出している花嵐岩類を基盤

として堆積しており，地層の一般走向はN80。Eの方向

で，傾斜は10～20。Nの単斜構造を示している。

　断層にはE－W方向に走るものがあるが・落差の大

きいものはない。

　単斜構造をなすこめ地域の新第三系は・宍道湖北岸地

域においては南に傾き，湖の中央部にほ穿E－W方向

に走る向斜軸の存在が予測きれる・

5．測定結果

　5．1調査方法
　上記の新第三系各累層中に含まれる放射能物質の分布

状態を知るために，各岩層の自然露頭において放射能強

度を測定した。

　測定方法はいずれも自然露頭において・（斗M管註4）と

露頭面との距離を常に一定（約9cm）に保ち・3分間

の計数値を測定した。自然計数値の測定は調査期間中宍

道町本町における定地点（宿舎）匠おいて，計数値を3

分聞測定した。

　5，2　放射能強度・

、調査地域内の各測定地点における放射能強度として

は，その地点における計数値の定地点における自然計数

’
値

に対する比率，すなわち計数比で示した。

註3）上部は松江市近傍に分布している。
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測定結果は第2図に示したように，各測定地点におけ

る計数比を0．70以下，0．70～0，99，L　OO～1．29，L30

～1．59，L60～L89およびL90～2．19の6段階に分け

て地質図上に示した。

測定の結果を各累層・岩質別にまとめると第1表およ

，び第2表のようになる。

第1表地層別平均計数比一覧表

地　 層・　名

布志名累層
来　待〃
大　森〃
玉　造〃　上部・
　　　〃　下部
，花闘岩類

1・計数比

1．18

1．03．

0．91

1．09

1．35

1．56

計測試料数

．一55

140

46

32

76

70

第2表地層別・岩質別平均計数比一覧表

　　　　　／

布
志
名
累
層

来

待

累

層’

　　　大
　　　蛮

ξ　　　層
　　卜

11』

玉

造

累

層

上

部

下

部

岩　　質

泥　　 岩

細粒砂岩
P中粒砂岩一
礫　　 岩

泥　　 岩

細粒、砂岩

中粒砂岩
粗粒砂岩
礫　　 岩

泥　　 岩

砂　　 岩

礫　　 岩

角　礫　岩

泥　　岩
砂　　 岩

凝　灰　岩
礫『　　岩

細粒砂岩
中粒砂岩
粗・粒砂岩
礫　　 岩

計数比

1．21

1．15

1．07

L19

0．91

1．05

1。09

0．94

1．03

0．83

0．94

0．95

0．86

1．17

1．18

0．95，

＼O．86

1．37

1．41

1．32

1．70

計測試料数

27

18

4
3

7
48

7
12

1

5
10

10

14一

14

，8

7
2

17

19

23

、8

第1表に示したように，新第三系各累層中では玉造累

層下部が最も高い値を示し，ζのなかでも基底礫岩が高

い。

本累層の放射能計数値が高いのは，平均L56の計数

比を示す花嵐岩類に由来するアーコーズ砂岩から構成さ

れているためであろう。これより上位の地層はきらにこ

の玉造累層よりも計数値が低く，花嶺岩類から離れるに　一

従つて計数値が低くなる。－rまたこれを岩質別にみるとき

は，同一層中においても計数値に多少の差異がある。一

般に泥岩において計数値は低く， 粗粒なものほど計数値

が高くなる傾向がある。

来待累層においては，砂岩部分の計数比の値が0．85

～L15の間にほ買一定しているが・その中部1こ著しく0

低い部分があり，地質図においてみられるように東西方

向にその帯は連続する。

、以上のように宍道湖南岸に分布する新第三系について

は，概略ながらその放射能強度の傾向が把握できた。

調査地域南方の花崩岩類の上にのる新第三系について

は，予察的調査を島根県飯石郡三刀屋町高窪近傍で行な

つた。こ㌧にはかって稼行された玉造累層よう下位のも

のと考えられる爽炭層が分布しているが，その分布範囲

が狭く，かつ露出も悪く，放射能強度のとくに高い所は

見当らなかつた。、

5。3測定結果についての考察

本地域の地質状況を考えて放射能物質の鉱床がある・と　，

すれば，コロラド高原にみられるような，いわゆる砂岩・

型（sandstone　type）に類似した鉱床が期待できよう。

この場合放射能物質の起源としては大別して次の2っ

の場合が考えられる。第1には，複輝石安山岩・玄武岩

および地層中に挾まれている凝灰質岩層などが，もし放

射能物質の起源となるものであれば・たとえそれらが僅

かの放射能物質しか含まないものにせよ，それらから炉

過濃集された放射能強度の強い部分が層序に関係な○く，

ζれらの岩石と接する地層中にみいだきれるはずであ　、

る。しかし本地域では大体層序的に下位のものから上位　』

のものへと放射能強度が低くなつているのでジこれら火

成起源の岩石および地下からの熱水溶液は本地域では放

射能物質の起源になりえないと考えられる。

第2に考えられることは，基盤の花崩岩類はそれ自体

ある程度の放射能強度を示し，基盤に近い地層ほど放射

能強度が高びことを考えれば，本地域における放射能物

質の起源は基盤の花嵩岩類に求められる。

玉造累層下部がおもにアーコーズ砂岩からできている

ことは，基盤の花嵐岩類が風化侵食されてあまり遠く運

搬されずに堆積した岩層であることを示している註5）。

基盤に最も近い本層の放射能強度が他の地層より高いこ

とは，花崩岩類中ゐ放射能鉱物がこの地層に定着しやす

註5）玉造累層の岩相が一様であること・組粒砂岩で

　あることなどから，その堆積理境は陸堀に近いあ．

　まり、水流のはげしくない所と推測される。
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い環境であつたことを示しており，このなかで基底礫岩

がもつとも高い値を示している。透水性が良い基底礫岩

中の放射能物質は，堆積後に地下水および地表からの浸

透水などによる移動も考えられ，自然露頭においてはた

とえ堆積当時放射能物質があつたとしても，現在は風化・

により放射能強度が低くなつていることは当然である。

　鉱床生成可能な成因を考えると，初生的には内湾・沼

沢のような比較的水流のはげしくない地域に堆積した地

層中に，放射能物質が含まれていたと考えられる。また

後生的には透水性の悪い岩層と互層している透水性の良

い岩層中に，放射能物質を溶かした地下水がはいり，そ

こで停滞する⊂とによつて，鉱床生成の可能性がある。

6．結　　論

　1）調査地域内における堆積岩層中の放射能強度は，

基盤の花嶺岩類から離れるに従つて上位の地層ほど計数。

値が小きくなる傾向がある。

　2）岩質別による計数値の差は地層別におけるより著

しくない。しかし全般的にいつて，細粒堆積物より粗粒

の方が高い。

　3）今回の調査ではとくに顕著な放射能強度の異常地

点は認めることができなかつたが，自然露頭で自然計数

値の約1．7倍の値を示した玉造累層の基底礫岩層は，放

射能物質の鉱床が期待できそうな地層と考えられる。

　したがつて今後本地域の放射能物質の鉱床を探査する

とすれば，上記の層準の追跡はもちろんのこと，堆積環

境の調査，堆積後の地下水の移動および地表水の浸透状

況などを調査することが必要と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　（昭和32年11月調査）
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